令和４年度　埼玉県特別活動研究会
第３回　学級活動専門委員会実践レポート

　　　　　　　　　　　　　　〇〇学校　　　名簿番号〇〇　名前　　　　　　　　　　学年　　　　　
　　　　
1 研究主題　多様な他者と協働する力を育む特別活動（視点　　　）
サブテーマ　～（各自で考える。）～
2 研究主題に迫るための構想（児童生徒の実態や課題、指導観について）



【本実践で育てたい資質・能力】



3 評価の観点と本実践における評価規準
	よりよい生活を
築くための知識・技能
	集団や社会の形成者としての
思考・判断・表現
	主体的に生活や人間関係を
よりよくしようとする態度

	している。
	　している。
	している。


4 活動の実際
　※自分の実践の意図が伝わるようにまとめてください。中心となる活動を、事前・本時・事後の活動でまとめたり、係活動や集会活動・日々に活動などの内容ごとでまとめたりすることもできます。
　※実践で特に力を入れた部分（手立てに関わる部分）を詳細に記述します。
　※評価についても記述します。（児童生徒の行動や姿、評価の観点、評価方法）
　※過去の研究集録の記述の仕方も参考になります。

· ・・・・・・・・・・・・実践している等。（思考・判断・表現）【観察・ワークシート】


5 研究のまとめ
(1) 成果と今後の課題
○　成果
●　今後の課題

(2) 提言
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項目等は、例ですので、レポートを書きやすいように変えていただいて大丈夫です。自分の思いが伝わるように書いてください。第３回でお会いできることを楽しみにしています。





多様な他者：価値観が多様





①か②を記入する。





子どもに分かる言葉で書くと、めざすゴールがはっきりします。





「多様な他者と協働する」という視点から目指す児童生徒の具体的な姿と現在の児童生徒の姿を比べてみましょう。学級活動における児童生徒の実態や課題をまとめます。（意欲は？学級会・計画委員会等の経験は？集会等実践の様子は？合意形成、意思決定やその後の取組の様子は？など）また、自分の指導観も記述します。（どのように育てていきたいと考えていますか？）


実態や課題を踏まえ、今年度の実践と研究主題との関連や、下記の育てたい資質・能力や手立てを設定するにあたっての意図や説明等を記述します。





資質・能力や手立ては２～３程度設定します。





「多様な他者と協働する」ために、どのような資質・能力を育てると、課題が解決されますか。








【　　　　　　　　　　　　する力】　　【　　　　　　　　　　　する力】





【本実践で育てたい資質・能力】を育むために自分の実践で取り組んできた手立てを書きます。資質・能力を育てるための手立てになっているか、目指す児童生徒の姿の子ども達を育てることができる手立てになっているかを確認してみるのもよいでしょう。また、確かな資質・能力を育むためには、ねらいに迫るための具体的な手立てと見届けが必要です。








【研究主題に迫るための手立て】


手立て①





手立て②





【手立て①】・・・・・・・・・・・・





確かな資質・能力を育むため、４月から計画的・継続的に行ってきた実践についてまとめます。


課題解決に向けた具体的な手立てを実践の中でどのように行ったのか伝わるように工夫してまとめましょう。実践を網羅的にまとめるのではなく、どのような資質・能力を育成することを目指して、どのような手立てを行い、どのように個や集団が変容したのかが分かるようにまとめるとよいでしょう。具体的な手立てと見届けが大切なので、どのような意図で行っているのか、どのような記述や姿から成果を見取ったのかなどが分かるようにまとめると、研究が深まります。また、新学習指導要領で示されている内容に照らし合わせながら、自分の実践を確認してみるのもよいでしょう。


学級活動専門委員会なので、休み時間等の取り組みではなく、年間３５時間行う学級活動の実践を中心にまとめます。


ワークシート等のせる時には、児童生徒の氏名等を隠すなど個人情報の取り扱いに配慮してください。





自分の実践した手立てについて、成果と今後の課題を書きます。


特に、１年間の研究のまとめになるので、テーマに対する成果を明確にしながらまとめることが大切です。成果をまとめるときには、手立てを講じたことで、どのような変容があったのかが分かるようにするとよいです。


例：『～したので、～のような姿（様子）が見られた。』





（２）提言は、（１）成果と課題から、「多様な他者と協働するために特に有効な取組は、〇〇である。（あろう）などのようにまとめる。








